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　梅雨明け後はあまり雨も降らず高温乾燥状態が続きます。
中晩柑類においては今後も肥大と減酸を促進するため定期的
なかん水を行い、品質の良いみかんを作りましょう。

１．土壌水分管理
○温州みかん・・・温州では内容充実の為、乾燥ストレスを
かけます。今後は無駄な水を入れない為、マルチをされてい
ない園では、早急に被覆を行いましょう。また、果実分析の
内容を確認し、下の表を参考に水分管理を行って下さい。
８月１日時点果実内容目標
品　種 糖　　度 生　産　対　応

極早生
8.5 ～ 8.9 度 少量かん水３ｔ以上／１０ａ　５日間隔
8.0 ～ 8.4 度 現状維持
8.0 度未満 乾燥ストレス促進

早　生
8.5 ～ 9.4 度 少量かん水３ｔ以上／１０ａ　５日間隔
7.5 ～ 8.4 度 現状維持
7.5 度未満 乾燥ストレス促進

○中晩柑・・・中晩柑では今後も肥大を促進させる為、雨が
少ない場合は定期的なかん水を行います。一昨年露地デコポ
ンで多かったヤケ果については、８～９月の水分不足が一つ
の要因となっています。特に乾燥しやすい園地では注意をし、
雨が少ない場合は３～５日おきに１０ｔ／１０ａ程度のかん
水を行って下さい。

２．仕上げ摘果の実施
　全品種８月上旬をメドに仕上げ摘果を行って下さい。
　　○８月１日時点の肥大目安
品種名 目標階級 肥大目安 品種名 目標階級 肥大目安
極早生 Ｍ ４６㍉ デコポン ２Ｌ ５０㍉
早生 Ｍ ３９㍉ 河内晩柑 Ｌ ６３㍉
普通 Ｍ ３２㍉ パール柑 ２Ｌ ７５㍉
甘夏 ２Ｌ ５７㍉ 清見 ２Ｌ ４９㍉

３．病害虫防除
　日焼け防止の為サンテ等をされる場合は、事前にスターク
ル顆粒水溶剤を散布しアザミウマの防除を行って下さい。
また、稲刈り後はカメムシがみかん園に飛んで来やすいです
ので、発生初期の防除を徹底しましょう。
河内晩柑やパール柑では樹が老木化しており、非常にさび果
が発生しやすい状況ですので盆明け以降にオキシンドー水和
剤８０を散布して下さい。
対象品種 対象病害虫 農薬名 希釈倍数 収穫前日数 備　考

温　州
中晩柑

黒点病 ジマンダイセ
ン水和剤 600倍 温　州　30日前

中晩柑　90日前 混用散布

ミカンサビダニ
チャノキイロアザミウマ

コテツフロア
ブル 4,000倍 前日まで

カメムシ・
アザミウマ

スタークル顆
粒水溶剤 2,000倍 前日まで 上旬散布

カメムシ Ｍｒ．ジョー
カー水和剤 2,000倍 14日前まで ※多発時散布

河内晩柑
パール柑

黒点病
炭疽病（さび
果）

オキシンドー
水和剤８０ 800倍 30日前 盆明け以降

散布

○ハダニ防除
農薬名 希釈倍数 ハダニ サビダニ ホコリダニ 収穫前日数 備考

バロック

フロアブル
2,000倍 ○ ○ １４日前 成虫に効果なし

ダニエモン

フロアブル
4,000倍 ○ ○ ○ ７日前

ダニゲッター

フロアブル
2,000倍 ○ ○ ○ 前日

４．果皮強化対策
　デコポンや清見については、果皮強化対策としてカルシウ
ム剤の定期的な散布を行いましょう。また、日焼け果が多発
する園や極早生等ではバイカルティの散布をおすすめします。
　○ジューシーカル　１，０００倍　又は　バイカルティ　
１，０００倍（２０日おきに３回程度）

果
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後藤　昇
下島営農指導センター
080-1729-1631

果　樹

１、作型

２、圃場準備（ｋｇ／１０ａ当たり）
Ｎ Ｐ Ｋ

基　肥 20～ 25 30～ 35 20～ 25
追　肥 3 3 3
合　計 １５ ２０ １５

３、播種
播種例
畝幅　　120 ～ 135ｃｍ
株間　　10ｃｍの 1粒、2粒交互に播種し、ＭＫＫ等で覆土
をします。
※降雨直前や、直後には播種は避けます。地温が高すぎると
立枯れを起こすため注意しましょう。
地温を下げるマルチ資材　ミラーマルチ、白黒マルチ、敷き
藁など。

４、潅水
　生育初期は潅水を控え、強い根張りを促します。潅水チュー
ブを使用する場合は株元を乾燥させるため、生育するにつれ
株元から徐々に離していきます。収穫が始まると潅水量を増
やしていきます。
５、整枝・摘花
　採光、病害虫防除、樹作りの為 10節ぐらいまでの側枝、花
を摘み取ります。主枝 1本仕立が基本となります。倒伏防止、
品質・収量アップの為に必ずネットを張って誘引します。
６、収穫
　莢の膨らみ７分が適期となります。収穫が遅れないように
しましょう。
７、その他
・樹、莢が凍るため霜には注意してください。
・病害虫はうどんこ病、灰色カビ病、ヨトウムシ、タバコガ、
ハモグリバエに注意しましょう。

・目標草勢　花はダブルで大きいもの。茎は鉛筆より太く、
葉は肉厚、丸葉で 3対葉。
　芯は大きく横向きのもの。

野
菜

露地スナップ栽培 山下　伸一
下島営農指導センター
080-1729-1630

野　菜

12



営
情

　

か
つ
て
民
俗
学
者
の
柳
田
国
男
は
、
海
上

の
道
説
を
唱
え
て
、
沖
縄
か
ら
稲
作
が
日
本

に
北
上
し
て
き
た
と
説
明
し
ま
し
た
。
と
こ

ろ
が
考
古
学
の
発
掘
成
果
か
ら
は
、
沖
縄
の

稲
作
の
方
が
新
し
い
と
い
う
結
論
が
導
き
出

さ
れ
て
い
ま
す
。
北
海
道
の
対
極
に
位
置
す

る
沖
縄
は
、
米
の
栽
培
に
適
し
た
亜
熱
帯
気

候
に
あ
り
な
が
ら
、
稲
作
は
あ
ま
り
盛
ん
で

は
な
く
、
道
県
別
総
面
積
比
で
見
る
と
、
北

海
道
は
沖
縄
の
36
倍
ほ
ど
で
す
が
、
米
の
生

産
量
で
は
２
５
６
倍
と
大
き
く
異
な
り
、
10

ａ
当
た
り
の
収
量
と
な
る
と
、
沖
縄
は
２
分

の
１
程
度
に
と
ど
ま
り
ま
す
。

　

沖
縄
に
水
田
が
少
な
い
こ
と
の
背
景
に
は
、

敗
戦
後
か
ら
本
土
復
帰
ま
で
、
安
い
外
国
米

が
自
由
に
輸
入
で
き
た
こ
と
に
加
え
、
サ
ト

ウ
キ
ビ
の
値
段
が
上
が
っ
た
た
め
、
多
く
の

田
ん
ぼ
が
サ
ト
ウ
キ
ビ
畑
に
転
換
さ
れ
た
と

い
う
事
情
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
で

は
10
ａ
当
た
り
の
収
量
が
少
な
い
こ
と
は
説

明
で
き
ま
せ
ん
。

　

基
本
的
に
沖
縄
は
、
亜
熱
帯
で
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
地
形
が
水
田
に
適
し
て
い
な
い

の
で
す
。
沖
縄
の
島
々
は
、
隆
起
サ
ン
ゴ
礁
か

ら
成
る
低
島
と
、日
本
列
島
の
延
長
線
上
に
あ
っ

て
山
々
を
抱
え
た
高
島
か
ら
成
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
低
島
で
は
、
雨
水
が
通
過
し
て
地
下

水
と
な
っ
て
川
が
非
常
に
少
な
く
、
高
島
と
い
っ

て
も
高
い
山
で
も
４
０
０
ｍ
ク
ラ
ス
で
、
長
い

河
川
が
発
達
し
て
い
ま
せ
ん
し
、
干
ば
つ
が
多

い
の
で
稲
作
に
必
要
な
水
の
確
保
が
難
し
い
の

で
す
。
ま
た
水
田
に
適
し
た
扇
状
地
に
は
、
塩

水
が
入
り
込
ん
だ
り
す
る
な
ど
、
稲
作
に
不
利

な
条
件
が
重
な
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
琉
球
王
朝

が
成
立
す
る
以
前
か
ら
、
米
作
り
は
行
わ
れ
て

お
り
、
受
水
（
う
き
ん
じ
ゅ
）・
走
水
（
は
い
ん

じ
ゅ
）
と
い
う
稲
作
の
聖
地
も
あ
り
ま
す
。
ま

た
再
生
作
と
い
う
一
種
の
二
期
作
も
行
わ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
生
産
量
に
は
限
界
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
の
た
め
王
族
や
士
族
は
米
を
食
べ
て
い

ま
し
た
が
、
庶
民
は
タ
ロ
イ
モ
や
サ
ツ
マ
イ
モ

が
主
食
だ
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

お
米
の
歴
史
学

国
士
舘
大
学
21
世
紀
ア
ジ
ア
学
部
教
授

●
原
田
信
男

沖
縄
の
米

ミツバチに対する農薬危害防止について
　ミツバチは、採蜜はもとより果樹類やいちご、メロン、すい

か等の園芸作物の花粉交配には不可欠で、農業生産において重

要な役割を担っています。これから普通期水稲は出穂・開花期

を迎えます。この時期の農薬散布にあたっては、次の３点に留

意し、ミツバチに被害が生じないよう十分注意しましょう。

①薬ラベルの使用上の注意事項をよく確認し、ミツ

バチに影響のある薬剤を使用する場合は特に注意

する。

②近くの養蜂家と巣箱の位置や防除計画など事前に

情報交換する。

③防除時は、水田の周辺を十分確認し、ミツバチや

巣箱に農薬がかからないよう注意する。

（問い合わせ先）

熊本県農業技術課（０９６－３３３－２３８１）、畜産課（０９６－３３３－２４０１）又は
最寄りの各広域本部（地域振興局）農業普及・振興課までおたずねください。
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